
寒冷環境下におけるコンクリートの品質・耐凍害性確保に関する研究委員会【新規】 
1） 活動期間 

令和3年4月～令和5年3月 
 

2） 活動計画 
北海道のコンクリート構造物は低温環境に曝され凍害を受けるとともに，海からの飛来塩

分や凍結防止剤等，塩分の供給を受ける環境下ではスケーリングが促進される。また，土木

構造物において，養生終了直後の若材齢コンクリートが高含水状態で低温環境下に曝された

場合に，供用後数年程度で凍害が生じている事例も確認されている。このため，長期にわた

ってコンクリート構造物の役割や機能を果たすためには，施工段階におけるコンクリートの

品質確保と適切な凍害対策を併せて実施する必要があり，特に寒冷期の施工においては，打

込み後のコンクリートが低温環境下に曝される時期を考慮した適切な凍害対策が必要であ

る。本委員会では，コンクリートが曝される環境条件や低温下に曝される時期を考慮した適

切な凍害対策について議論するとともに，設計や施工段階で配慮すべき排水・防水等の水処

理対策や養生方法についても議論して，寒冷環境下におけるコンクリートの品質・耐久性確

保のための対策および留意点について検討することを目的とする。 
委員会を年3～4回程度開催して，以下について検討を行う。 

 
(1)  コンクリートの適切な凍害対策の検討 
    コンクリートが曝される環境条件(低温，塩分供給等)や低温下に曝される時期(初期凍害，

若材齢期，十分に硬化後)を考慮して，確保すべき適切な空気量，寒冷期の施工段階にお

ける養生の留意事項等について整理し，適切な凍害対策を検討する。 
 

(2)  凍害を防ぐための排水・防水等の水処理対策の検討 
コンクリート内部への水の浸入や水掛かりを防ぐために，設計段階で配慮すべき水処理

対策や表面塗装，含浸材等による対策と施工時の留意事項について整理する。 
 

3） 委員会の構成 
委員長    井上 真澄    北見工業大学 
幹 事    吉田  行    土木研究所寒地土木研究所 

〃     濱  幸雄    室蘭工業大学大学院 
〃     深瀬 孝之    北海道科学大学 

委 員    谷口  円    北海道立総合研究機構 
〃     足立 祐介    北海学園大学 
〃     渡辺 暁央    苫小牧工業高等専門学校 
〃     井上 雅弘    株式会社長大 
〃     河村  巧    岩田地崎建設株式会社 
〃     齊藤 智洋    鹿島建設株式会社 
〃     村井 剛大    村井建設株式会社 
〃     池田 耕平    ポゾリスソリューションズ株式会社 
〃     神本 邦男    北海道太平洋生コン株式会社 

(委員概数15名程度) 




